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『下を向いていたら、虹を見つけることはできないよ』 この言葉は、イギリスの映画俳優であり、映画監

督でもあった、チャールズ・チャップリンの言葉です。下ばかりを見ていたら、上にあるものは見えません。 

 皆さんの目の前には、虹色の人生が待っているかも知れません。「なんで私は運がないんだ」とか「もっと

才能があったら良かったのに」などと下を向いてマイナスなことばかり考えていませんか？もしかしたら、皆

さんのすぐ目の前には、７色の虹があるのかもしれません。しかし、目の前に虹があるのにも関わらず、虹に

気づく前に、前に進むこと（努力）を諦め、座り込んだりしていませんか？今こそ顔を上げましょう。そして、

周囲の景色を見てみましょう。きっと虹をはじめ、色々な可能性が見えてくると思います。 

さて、３年生は進路目標を最終決定する時期になりました。また、１・２年生

にとっても来年度の履修科目を決める重要な時期です。家庭においても本人及

び家族で十分に話し合い、将来の目標に向かった意義のある選択ができるよう

に努めてください。 

 

 

 

４月２５日（木）に１年生を対象にした『キャリア講話』を実施しました。キッズコーポレーション株

式会社の渡正志先生をお招きして、『進路について考えよう』をテーマに講話をしていただきました。「今の

私・５年後の私・１０年後の私」をイメージさせ、将来のなりたい自分から逆算していくことで進路につい

て考えを深めることができました。今回感じたことや学んだことを生かし、充実した高校生活につなげてほ

しいです。1年生の今後の活躍を期待しています。 

                

                 ※ １－１、１－４の代表生徒の感想はホームページに掲載済みです。 

〇 今日のお話を聞いて、今までよりも自分のキャリアについて想像することができた。受け身の高校生

にならないように国家資格をたくさん知って、いろんなことに挑戦していきたいと思った。私は、看護

師の道へ進みたいと思っているが、専門学校に行くか、大学・短期大学のどれに行けばよいか、全然分

からないため、今日の放課後に調べてみようと決断するきっかけとなった。また、就職する時には、基

礎知識や自己ＰＲなど、沢山準備しなければならないと教えていただき、これからの３年間で自分と

向き合い、しっかり準備していこうと思った。（１－２代表） 

〇 私は今回の講義で、今の生活を大切にしようと思いました。理由は、高校卒業後に就職した人の３人

に１人はすぐに辞めてしまうということを聞き、今のうちから土台をつくって社会に出るための用意

しておかなければいけないと感じたからです。また、私は今、将来についてきちんと定まっていないの

で、自分の長所や短所を見つけて、自分のことをよく知った上で、将来についてよく考えていきたいと

思いました。２年半後の自分が困らないためにも、今を充実さえていきたいと思います。（１－３代表） 

You’ll never find a rainbow if you’re looking down.  

進路指導部長より 

令和６年度『キャリア講話』を終えて 

生徒の感想 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学問系統別希望者数の人数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近、嬉しいことがあります。朝や放課後に進路学

習室を利用する生徒が増えてきたことです。真剣に学

習に励む姿を見ていると、先生たちも自然に応援して

あげたい・サポートしてあげたいという気持ちになり

ます。周りから手を差し伸べてもらえる人というのは、

｢何事にも一生懸命に取り組んでいる｣ということに尽

きると思います。自分の“やる気スイッチ”を押して、

進路学習室で勉強を始めてみませんか？ 

また、進路学習室には受験勉強用の問題集や赤本な

ども置いてあります。大学等から届いた学校案内や先

輩が受験した際の過去問もそろっています。履修登録

に向けた情報収集としても生かせると思います。 

 

看護系問題 

 

 

小論文対策 


